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1 はじめに 

 

当社：アリオン株式会社では2007年6月に実施したインクジェットプリンタ用の純正インクと詰め替えインクとの三種混合ガス試験に

よる耐ガス性比較試験を皮切りに、2007年 10月～2012年 8月にかけて、国内・海外市場で販売されているインクカートリッジに対し

て、ユーザー目線の試験や条件での印刷可能枚数試験、実環境放置試験、ユーザビリティ試験等のインクカートリッジの比較試験を

実施してきた。 

今回は新たな試みとして、キヤノン社製プリンタ、及びエプソン社製プリンタ対応の純正インクカートリッジと再生インクカートリッジを

使用して、写真実環境放置試験とヘッド固着回復性試験の 2種類の試験を実施した。どちらの試験も恒温槽や試験機などの装置は使

わずに、実環境下で一定期間放置することにより性能を確認した。 

 

再生インクカートリッジとは、量販店などに置かれている使用済みインクカートリッジ回収ボックスなどで純正インクカートリッジを回収

し、クリーニングを行った上で再生インクカートリッジメーカーのインクを再充填して再販されているインクカートリッジである。国内市場

にて展開している再生インクカートリッジメーカーは、「コスト削減」「エコである」ことに加え、インク性能においても高い信頼性を保って

いることをアピールしている。 

一方、純正メーカーは、プリンタの性能を維持し安定して使用するために、純正インクカートリッジを使用することを薦めている。 

 

今回はキヤノン社製プリンタ、及びエプソン社製プリンタ対応の純正インクカートリッジと再生インクカートリッジを使用して、ユーザー

実使用環境下を想定して、写真実環境放置試験とヘッド固着回復性試験の 2 種類の試験を実施した。本試験の目的は、テスト機関と

しての第三者的見地から試験を実施し、純正インクカートリッジに再生インクカートリッジを超える高い信頼性が備わっているかどうか

を確認することである。 

 

尚、以下本文中、キヤノン社製 BCI-326/325 対応インクカートリッジについては、純正インクカートリッジのことをキヤノン製インクカ

ートリッジまたは省略してキヤノン純正とも表記する。エプソン社製 IC6CL50 対応インクカートリッジについては、純正インクカートリッ

ジのことをエプソン製インクカートリッジまたは省略してエプソン純正とも表記する。他社製再生インクカートリッジのことをメーカー毎に

区別して、A社製インクカートリッジ、B社製インクカートリッジまたは省略して、A社、B社とも表記する。 
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2 まとめ 

 

今回行った写真実環境放置試験とヘッド放置固着回復性試験は、実際のインクジェットプリンタのユーザーのもとで十分に起きうる環境を

想定した適正な試験ではあるが、厳しい環境条件でもある。そのため、本結果により各インクカートリッジが通常使用時の信頼性以上に、高

いレベルの品質と信頼性を有しているかどうかを確認することが出来る。 

 

結果、純正インクカートリッジは、厳しい環境条件であっても、品質と信頼性が非常に高く、充分なマージンがあるため安心して使用出来る

ことが確認できた。 

 

キヤノン社製プリンタ試験結果 （写真画像: 左上半分は試験前、右下半分は試験後の画像を合わせたもの） 

 キヤノン純正 A社 B社 

写
真
放
置
試
験 

   

○  
（ほとんど退色なし） 

△ 
（退色あり） 

× 
（著しい退色あり） 

ヘ
ッ
ド
固
着
試
験 

○ × 
（回復せず） 

△ 

 

エプソン社製プリンタ試験結果 （写真画像: 左上半分は試験前、右下半分は試験後の画像を合わせたもの） 

 エプソン純正 A社 B社 

写
真
放
置
試
験 

   

○  
（ほとんど退色なし） 

△ 
（退色あり） 

△ 
（退色あり） 

ヘ
ッ
ド
固
着
試
験 

○ × 
（回復せず） 

○ 
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3 試験結果 

 

3.1 写真実環境放置試験 

写真実環境放置試験とは、ユーザーが印刷した写真を太陽光の当たる窓際に掲示した場合の、退色度合いを確認する試験

である。本試験は、実環境（太陽光が当たる室内の窓際）下にて印刷物を 2 ヶ月間掲示した際に、どの程度印刷物に影響が発

生するかを比較することを目的としている。各社純正インクカートリッジと再生インクカートリッジを使用して印刷した印刷サンプ

ル（画像と寿命予測チャート）を、太陽光が当たる室内の窓際にて 2 か月間掲示した際の退色具合を比較した。プリンタの個体

差によるばらつきを考慮し、1 メーカーのインクに付き 2枚の印刷サンプルを使用して試験を行った。 

また以下表は、実際に放置を行った写真と、JEITA CP-3901（デジタルカラー写真プリント画像保存性評価方法）の寿命判定

方法に則り、印刷サンプルの寿命を判定した結果を、表内に「○（問題無し）」、「△（寿命に達していないが退色が認められる）」、

「×（寿命に達し著しく退色している）」で記載した。 

 

3.1.1 キヤノン社製 BCI-326/325写真実環境放置試験結果 

 

○: 「ほとんど退色なし」、△: 「寿命ではないが退色している」、×: 「寿命に達し著しい退色」       

印刷した画像 
結果 

掲示期間 印刷直後 1か月後（30日間） 2か月後（60日間） 

キヤノン 

純正 

 

 

（○） 

 

（○） 

 

ほとんど 

退色なし 

A社 

 

 

（△） 

 

（△） 

 

退色あり 

B社 

 

 

（△） 

 

（×） 

 

著しい 

退色あり 
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3.1.2 エプソン社製 IC6CL50写真実環境放置試験結果 

 

○: 「ほとんど退色なし」、△: 「寿命ではないが退色している」、×: 「寿命に達し著しい退色」       

印刷した画像 
結果 

掲示期間 印刷直後 1か月後（30日間） 2か月後（60日間） 

エプソン 

純正 

 

 

（○） 

 

（○） 

 

ほとんど 

退色なし 

A社 

 

 

（○） 

 

（△） 

 

退色あり 

B社 

 

 

（△） 

 

（△） 

 

退色あり 
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3.2 ヘッド放置固着回復性試験 

ヘッド固着回復性試験とは、ヘッドノズルのインクが乾燥して固着したことにより、ノズルが目詰まりした場合の回復し易さを

確認する試験である。本試験内容は、ユーザーのミスや停電等によりプリンタが正常に終了しなかった場合などを想定している。

本試験はプリンタメーカーが保障する範囲外での信頼性確認であり、各インクカートリッジが通常使用時の信頼性に加え、正常

に動作しないケースが発生した際に、回復可能かどうかを確認することによって、各社インクカートリッジがどの程度マージンを

保持しているのかを比較することを目的としている。 

本試験にて問題が発生した場合、問題を回復させるために取扱説明書に記載された回復作業を行う。その際、結果的に回

復したとしても、回復までに要したクリーニングの回数が多い程、インクの消費や時間の無駄に繋がる。 

 

プリンタが正常に終了しなかった場合などを想定し、プリントヘッドをインク交換位置まで移動させた状態で、インク吐出口が

大気に触れた状態のまま 1 か月間放置し、吐出口のインクが乾燥して固着してしまった場合、取扱説明書の回復手順内で回

復することが出来るかどうか、各社純正インクと再生インクにて比較を行った。回復の判断は、取扱説明書の手順通りに回復

作業を実施後、ノズルチェックパターンを印刷して、正常なパターンが印刷されるかにより確認した。尚、プリンタ個体によるばら

つきを考慮し、1 メーカーのインクに付き 3台、合計 9台のプリンタを使用して試験を行った。 

各社プリンタの回復作業手順については、次頁以降の放置固着回復性試験結果内に、「参考情報」として記載している。 

 

<参考: ノズルチェックパターン印刷例> 

正常なパターン 

キヤノン社製プリンタ エプソン社製プリンタ 

 

 

 

ノズルが目詰まりしているパターン 

キヤノン社製プリンタ エプソン社製プリンタ 
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3.2.1 キヤノン社製 BCI-326/325ヘッド放置固着回復性結果 

ヘッド放置固着回復性試験の結果、すべてのインクにおいて 1か月放置後のノズルチェックパターン印刷で、ノズルの目詰ま

りが発生した。キヤノン純正は、プリンタの取扱説明書に記載されている回復手順内で問題なく回復することが出来た。B 社は

最後の回復手順である「24 時間放置後の強力クリーニング」にて回復することが出来た。A 社に関しては取扱説明書に記載さ

れた回復手順内で回復することが出来ず、ノズルの目詰まりが残ったままであった。 

 

メーカー 

取扱説明書記載の回復手順 ①～④ 

結果 
① CL1回目 ② CL 2回目 ③ 強力 CL 

④ 24時間放置後 

強力 CL 

キヤノン純正 × ○ - - 回復（②） 

A社 × × × × 回復せず 

B社 × × × ○ 回復（④） 

表内の表記について:  

CL: クリーニングの略 

○: 回復、×: 回復せず、－: 未実施 

 

尚、ヘッド固着回復性試験は、プリンタが正常に終了しなかった場合を想定しているが、プリンタが正常に終了した場合であ

っても、長期間使用せずに放置された場合には、本試験同様、回復性に差が出ることが推測できる。 

また、ユーザーが所有しているプリンタが、何らかの原因でノズルの目詰まりが生じ、取扱説明書に記載された回復手順に

基づいて作業を行っても回復しなかった場合、プリンタメーカー各社は、「お客様相談センター」や「修理窓口」に修理を依頼す

るよう記載している。 

 

参考情報: 

キヤノン社製プリンタの回復作業手順 

① 1回目のクリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

② 回復しない場合、2回目のクリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

③ 回復しない場合、強力クリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

④ 回復しない場合、電源をオフにし 24時間以上経過させる。 

⑤ 24時間経過後、強力クリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

⑥ ①～⑤を実施して回復出来なかった場合は、回復出来なかったと判断する。 
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3.2.2 エプソン社製 IC6CL50ヘッド放置固着回復性結果 

ヘッド放置固着回復性試験の結果、すべてのインクにおいて 1か月放置後のノズルチェックパターン印刷で、ノズルの目詰ま

りが発生した。エプソン純正と B 社については、プリンタの取扱説明書に記載されている回復手順内で問題なく回復することが

出来た。A 社に関しては取扱説明書に記載された回復手順内で回復することが出来ず、ノズルの目詰まりが残ったままであっ

た。 

 

メーカー 

取扱説明書記載の回復手順 ①～⑥ 

結果 
①CL 1回目 ②CL 2回目 ③CL 3回目 ④CL 4回目 ⑤6時間放置 ⑥CL 5回目 

エプソン 

純正 
× × × × ○ - 回復（⑤） 

A社 × × × × × × 回復せず 

B社 × × × × ○ - 回復（⑤） 

表内の表記について:  

CL: クリーニングの略 

○: 回復、×: 回復せず、－: 未実施 

 

尚、ヘッド固着回復性試験は、プリンタが正常に終了しなかった場合を想定しているが、プリンタが正常に終了した場合であ

っても、長期間使用せずに放置された場合には、本試験同様、回復性に差が出ることが推測できる。 

また、ユーザーが所有しているプリンタが、何らかの原因でノズルの目詰まりが生じ、取扱説明書に記載された回復手順に

基づいて作業を行っても回復しなかった場合、プリンタメーカー各社は、「お客様相談センター」や「修理窓口」に修理を依頼す

るよう記載している。 

 

 参考情報:  

エプソン社製プリンタの回復作業手順 

① 1回目のクリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

② 回復しない場合、2回目のクリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

③ 回復しない場合、3回目のクリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

④ 回復しない場合、4回目のクリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

⑤ 回復しない場合、電源をオフにし 6 時間以上放置した後、再度ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを

確認。 

⑥ 回復しない場合、クリーニングを実施して、ノズルチェックパターンを印刷し、正常に印刷されることを確認。 

⑦ ①～⑥を実施して回復出来なかった場合は、回復出来なかったと判断する。 
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4 試験概要 

 

4.1 使用機材 

今回、プリンタの個体差による試験結果のばらつきを考慮し、印刷枚数比較試験では 1 メーカーのインクに付き 3台のプリンタ

を使用し、放置試験では 1 メーカーのインクにつき 3 台のプリンタを使用して試験を行った。同一メーカーのプリンタを識別するた

めの IDを下表のように割り当てた。 

 

 Canon BCI-326/325対応 写真実環境放置試験・ヘッド固着回復性試験 使用プリンタ: Canon PIXUS MG5330(ドライババー

ジョン: Ver. 2.50) 

 

<写真実環境放置試験・ヘッド固着回復性試験共通> 

メーカー名 プリンタ ID プリンタの製造番号 

キヤノン純正 

1号機 ACFA80749 

2号機 ACFA80740 

3号機 ACFA80752 

エコリカ 

1号機 ACFA80748 

2号機 ACFA80750 

3号機 ACFA80747 

ジット 

1号機 ACFA80759 

2号機 ACFA80479 

3号機 ACFA80746 

 

 EPSON IC6CL50対応写真実環境放置試験・ヘッド固着回復性試験 使用プリンタ: EPSON EP-704A(ドライババージョン: Ver. 

6.91) 

 

<写真実環境放置試験・ヘッド固着回復性試験共通> 

メーカー名 プリンタ ID プリンタの製造番号 

エプソン純正 

1号機 NBWY371718 

2号機 NBWY371711 

3号機 NBWY369264 

エコリカ 

1号機 NBWY371724 

2号機 NBWY369266 

3号機 NBWY371719 

ジット 

1号機 NBWY369293 

2号機 NBWY369287 

3号機 NBWY371707 
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 Canon BCI-325/326対応インクカートリッジ: Canon PIXUS MG5330用インクカートリッジ 

 

メーカー名 色 型番 コメント 
単体 

購入価格 
購入価格 

購入価格 

対純正(%) 

キヤノン純正 
ブラック・カラー 

カートリッジ 
BCI-326+325/5MP 5色パック - ¥4,200 - 

エコリカ 

ブラック 
カートリッジ 

ECI-C325B 

セット販売なし 

（2012/8/16時点） 

¥790 

¥3,750 

（5色合計） 
89% 

シアン 
カートリッジ 

ECI-C326C ¥740 

マゼンタ 

カートリッジ 
ECI-C326M ¥740 

イエロー 
カートリッジ 

ECI-C326Y ¥740 

ブラック 

カートリッジ 
ECI-C326B ¥740 

ジット 

ブラック 
カートリッジ 

JIT-C325B 

セット販売なし 

（2012/8/16時点） 

¥890 

¥3,930 

（5色合計） 
94% 

シアン 
カートリッジ 

JIT-C326C ¥760 

マゼンタ 

カートリッジ 
JIT-C326M ¥760 

イエロー 
カートリッジ 

JIT-C326Y ¥760 

ブラック 

カートリッジ 
JIT-C326B ¥760 

 

 EPSON IC6CL50対応インクカートリッジ: EPSON EP-704A用インクカートリッジ 

 

メーカー名 色 型番 コメント 購入価格 
購入価格 

対純正(%) 

エプソン純正 
ブラック・カラー 

カートリッジ 
IC6CL50 6色パック ¥5,220 - 

エコリカ 
ブラック・カラー 

カートリッジ 
ECI-E506P/BOX 6色パック ¥4,380 84% 

ジット 
ブラック・カラー 

カートリッジ 
JIT-E506PZ 6色パック ¥3,920 75% 

 

 Canon BCI-326/325対応インクカートリッジ 写真実環境放置試験使用用紙: Canon インクジェットプリンタ用純正用紙 

 

印刷用途 メーカー名 型番 用紙名称 

写真実環境放置試験 Canon 
GL-101L100 キヤノン写真用紙・光沢ゴールド・L版 

PB PAPER A4 普通紙・A4 

 

 EPSON IC6CL50対応インクカートリッジ 写真実環境放置試験使用用紙: EPSON インクジェットプリンタ用純正用紙 

 

印刷用途 メーカー名 型番 用紙名称 

写真実環境放置試験 
EPSON KL100PSKR 写真用紙 光沢・L版 

Canon PB PAPER A4 普通紙・A4 
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 使用データ: SCID画像 N1A.tif(写真実環境放置試験) 

 

SCID画像 

 

※ 日本規格協会 高精細カラーデジタル標

準画像(CMYK/SCID) JIS X 9201:2001 / 

(XYZ/SCID) JIS X 9204: 2004より 

 

 使用データ: 寿命予測チャート Patch6a.TIF(写真実環境放置試験) 

 

寿命予測チャート 

 

※JEITA CP-3901規定のチャート 

 

 使用データ: ISO/IEC 24711データ(ヘッド放置固着回復性試験) 

 

ISO/IEC 24711: 2007判定チャート 

 

     

Business Letter        Spreadsheet         Newsletter             Slide             Diagnostic 

※ 国際標準規格 ISO/IEC 24711: 2007 より 
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4.2 印刷条件 

 

 プリンタ本体: Canon PIXUS MG5330 

 プリントヘッド: QY6-0080 

 ソフトウエアおよび設定条件 

 

条件項目 基準値・詳細 

OS の種類とバージョン Microsoft Windows XP Home Edition ServicePack 3(日本語版) 

アプリケーションの種類とバージョン 画像印刷時: Windows画像と FAXビューア(上記Windows OS付属) 

文書印刷時: Adobe Reader 10 

プリンタドライバのバージョン Ver. 2.50 

プリンタドライバとアプリケーションの

設定条件 

 

<画像、チャート印刷時> 

用紙設定: 写真用紙 光沢ゴールド 

印刷品質: 標準 

色/濃度: 自動 

用紙サイズ: L版 

ページレイアウト: 等倍印刷 

印刷アプリケーション: Windows画像と FAXビューア(Windows付属) 

印刷レイアウト: フルページ FAXプリント 

 

<文書印刷時> 

用紙設定: 普通紙 

印刷品質: 標準 

色/濃度: 自動 

用紙サイズ: A4 

ページレイアウト: 等倍印刷 

印刷アプリケーション: Adobe Reader 10 

 

 

 プリンタ本体: EPSON EP-704A 

 ソフトウエアおよび設定条件 

 

条件項目 基準値・詳細 

OS の種類とバージョン Microsoft Windows XP Home Edition ServicePack 3(日本語版) 

アプリケーションの種類とバージョン 画像印刷時: Windows画像と FAXビューア(上記Windows OS付属) 

文書印刷時: Adobe Reader 10 

プリンタドライバのバージョン Ver. 6.91 

プリンタドライバとアプリケーションの

設定条件 

 

<画像、チャート印刷時> 

用紙設定: 写真用紙 光沢ゴールド 

印刷品質: 標準 

色/濃度: 自動 

用紙サイズ: L版 

ページレイアウト: 等倍印刷 

印刷アプリケーション: Windows画像と FAXビューア(Windows付属) 

印刷レイアウト: フルページ FAXプリント 

 

<文書印刷時> 

用紙設定: 普通紙 

印刷品質: 標準 

色/濃度: 自動 

用紙サイズ: A4 

ページレイアウト: 等倍印刷 

印刷アプリケーション: Adobe Reader 10 
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4.3 試験手順 

 

4.3.1 写真実環境放置試験（各社プリンタ共通） 

① JEITA CP-3901 規格に従い、各プリンタメーカーが提供するプリンタドライバをデフォルトに設定し、各プリンタメーカ

ーが販売する用紙を使用して写真サンプルと規定チャートを印刷する。 

② 放置試験前に規定チャートを使用して、JEITA CP-3901規格に則り、試験前の測色作業を行う。 

③ 写真サンプルと規定チャートを、実環境下（太陽光の当たる室内の窓際）に掲示する。 

④ 放置後 1 ヶ月目に測色作業と、写真サンプルのスキャニングを実施。 

⑤ 手順④の作業完了後、再度窓際に掲示し、2 ヶ月目まで放置する。 

⑥ 2 ヶ月放置後に測色作業と、写真サンプルのスキャニングを実施。 

 

4.3.2 ヘッド放置固着回復性試験（各社プリンタ共通） 

① 取扱説明書に従い、プリンタの動作確認を行う。 

② ISO Yield Pattern.pdfの 5種類のデータを 1部印刷する。 

③ 取扱説明書の手順に従い、プリントヘッドをインクカートリッジ交換位置まで移動させる。 

④ プリントヘッドがインクカートリッジ交換位置にある状態で、プリンタの電源ケーブルを抜き、プリントヘッドをインクカー

トリッジ交換位置に固定させる。 

⑤ そのままインク吐出口が大気に触れた状態で、1か月間放置する。 

⑥ 1 ヶ月放置後、再度電源を投入して、そのままノズルチェックパターンを印刷する。 

⑦ ノズルの目詰まりが見つかった場合は、各社プリンタの取扱説明書の回復作業の手順に従って回復させ、どの時点

で回復できるか確認する。 

 

  



 

15 

 

5 本レポートに関するご注意 

 

本レポートは、IT 機器試験専門会社のアリオン株式会社(東京都品川区)が製品ベンチマーク試験のご紹介の為に実施したものです。 当

社は、上記試験結果が事実である点に対して責任を負っております。  

 

本レポートの著作権は、アリオン株式会社に帰属します。引用、配布などについては、当社の許諾が必要です。  

 

＜免責事項＞ 

 

レポートのサンプルには、当社が市場から任意に購入しており、試験に使用した型番の製品全てに対する、結果や品質を保証するもので

はありません。また、試験結果は、試験条件やサンプルによる差異があることをご理解下さい。  

 

本試験の結果による判断はご覧になったお客様の責任であり、本レポートの利用により二次的な被害が発生した場合も、当社は責任を

負わない点をご理解下さい。  

 

本レポートに関するお問い合わせ、ご意見、試験に対するお問い合わせは、下記へお願い致します。試験のご依頼やお問い合わせの場

合は、その旨をお伝え下さい。 試験内容に関するご意見、ご質問も受け付けますが、回答にお時間がかかる場合がありますので、 ご了承

下さい。  

 

 

アリオン株式会社  

141-0022 東京都品川区東五反田 1-24-2、東五反田 1丁目ビル 8階  

TEL: 03-5488-7368 (内線 500)  FAX: 03-5488-7369 

e-Mail:  service@allion.co.jp 

Web Site: http://www.allion.co.jp 
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